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半世紀を経た秋田の算数シート学習一教職の専門職化
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半僣右7前に秋田県で創発，定式化されたシート学習と称する学習指導法が長期の

実践を経て多少変化しながら算数・数孚指導の基盤として定着し秋田の算数・数学

教育の文化となった．本論考はこの学習指導法の理念と掬導過程とをその開発時に

題って精査し，現状については秋田市算数にほぽ限定しながら，この学習指導法と

今日的要求を満たす指導法との関係．および敏職の専門職化との関係を検討した．

この学習指導法は児童・生徒の自発的・創造的な学習を促すのみでなく，教師の

指導力の向上にも寄与し，定型化された学習シートは理念の象徴物である．今日，

シートの使用からノート利用への移行があるが，指導理念の学習シートへの物化は

この理念の長期にわたる安定的な雛承・発展を推進し，学習シートの作成を教師の

手に委ねたことが当初の危惧をよそに，期待を越えて教職の専門職化を促した．

検索語 Ｓ 算数，学習指導法，シート学習，自力解決・討論型授業，専門職

0. はじめに

自主的・自発的・創造的な算数・数学の学習活動をめざして半世紀前に秋田の現癩

者によって開発されたシート学習と呼ばれる学習指導法がある．本諭考では，１ にお

いてその教育理念，創発と定式化，及び学習具として学習シートを用いるシート学習

の性格や学習シートの作成手順を述べ，２ ではその範囲を秋田市の算数にほぼ限定し

て(表題に算数を用いたのはこのためである)今日用いられている学習シートとそれを

用いたシート学習を示し，ノート利用との関係を記す．３ ではこの学習指導法に内在

する性格が当初の危惧や懸念を克服して算数・数学における教師の職務の専門瞰化を

促したことを述べる. 本論考のまとめである４において, 論考の流れをたどりながら，

全国学力・学習状況調査にける秋田県小学校の成果を指導法から説明するのでなく，

この指導法が産み出す教職の専門職化から脱明する仮脱を提示する．

本瞼考の前身は『およそ半世紀前に開発された算数のシート学習』である．これを

或る研究会(きさらぎ会，平成25 年２月２日，秋田大学教育文化学部〉で口頭発表し，

日本数学教育学会誌算数教育に投稿したが，改訂の必要性を感じ，願い出て没として

頂いた．これは廃棄し学会誌には投稿しない．本論考はその改訂増補版である．以下

では敬称略とし，括弧書きの所属等は当時(現員の場合は現在)のそれである．

1. シート学習・学習シート

（1） 安保宏によるシート学習の定式化

昭和43 年，数学敬育の基礎的・科学的研究を標榜する数学教育学論究に，算数

27

Akita University



数 学授 業 を 正 面 か ら扱 つ た とい う意 味 でお そら く 最 初 の 論 文が 当時 の 秋 田県 指 導 主 事

一一･一一･- －ヽ一一・ｘ･一々ふ・４rｅ ａ　 ｌ(ｇｌ` s　剖 聡 陶1浩 ・発 明) の こ と は 次 項 に回 し て，安 保宏 に よ
う て 公 に さ れ

た( 安 保 ，1968). 創 発(ll 造 ・発 明) の こ
と
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こ こ で は 安 保 に よ る 定 式 化 を 検肘 し ，彼 が

期待 す る算 数 ・数 学 授 業 を 明 ら か に す る.
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彼 は ， 昭 和35 年(1960 年) に 秋 田 大 学 学
芸学 部( 当 時) 附 属 中 学校 教 諭 か ら 秋 田 県 敬 育

庁 指 導 主 事 に 転 じて 現 場 の実 熊 を 知 る ほ ど に，
当 時 の 全 国 学力 調 査 に よっ て 秋 田の 教

育
が か か え こ ん だ 算 数 ・ 数 学 の非 常な

低 成 績( 秋 田県 教 育研 究所 ，1964) の 克服 と， 来

■　　㎜　㎜　㎜=tﾐｰ･　Ｉl‾･●二･'●W F- 
一一 -- "

るべき数学教育現代化とのために学習指導法の改善が急務であると痛感した．

秋田県師範学校を卒業して小学校教諭に任用となった昭和12 年に，安保は黒表紙

教科書を使用する ４ 年生の担任だったが，｢緑表紙の教科轡を使っていた下の学年に
ｌ`ｙゝ「●●･ﾐ＝Ｗｙ●･ 「 Ｗ　－　・
異常な興味をおぽえ，あの部厚い教師用書をむさぽるように読んだ」（安保,1959，p.46）

といい，緑表紙教科書の開発的・創造的理念に傾倒した．彼は緑表紙教科書の編纂に

関 わ っ た 秋 田師 範 学校 の先 輩 で あ る 柿 崎 兵部 と交 流 が あ っ た ．

当 時 の 算 数 ・ 数 学 授 業 を 批 判 的 に 検討 し て ， 新 た で 強 力 な 理 念 を 含む 安 保 の 研 究

(1％8) は ， 米 国 のJ. Ｄｅｗｅyや ドイ ツ の Ｇ. Ｋｅrschenstｅｉｎｅrの 影 辱 を受 け て 知的 建 股 や

自己 活 勁 の よろ こ ぴ に 立脚 す る 算 数 ・数 学授 業 を 行い ，緑 表紙 教 科 番 の 闘 発 的 ・ 創 造

的 な 精 神 を授 業 にお い て 具 現化 す るた め の理 論 的 ， 実 証的 探 索で あ る．

教 師(Ｔ) に よ る 講 義 で 授 業 が 始 ま り ， 児 童 生 徒(P) の 適 用 や 演 習 が こ れ に 続 く そ れ

ま で
の 算 数 ・ 数 学 授 業(Ｔ.P 型) 一伝 統 的 教

示的 方法 と呼 ぷ( 安 保,1968 ，p.46) － と 対 照

的 に ， 彼 は ， 課 題 に 取 り組 む 児 童 生 徒(P) の 活 動 が先 ず あ っ て ， そ の 後 に 補説 と討 論

の 進 行 とい う教師( Ｔ)の 出 ぱ ん が く るP. Ｔ
型 学習( 初 期 に は Ｐ・Ｔ 型 指 導 ，秋 田県 教育
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研 究 所.1965) へ と 百 八 十 度 転 換 さ せ
た ． 数 学 教 育 学 論 究 に 投 稿 し た 際 に

表 屈 中 に 用1 ，
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た 「創 造 性 」 は こ の 語 の 定義 の 困 難 さ を編
集 委 員 会 か ら 指 摘 さ れ て 削 除 し た が（安 保

■●･=　　　・.･･皿.L－

からの口順．湊），これに先行する論文題目
にr 創造的（思考）』（安保-1,1967）がある．

更に先行する魏文題il に「主体的」（安保,196s）もあり，自主的，主体的，創造的な

算数・数学の学習活動を熱烈に希求し，それと同時に「･‥ プログラム学習の欠陥は
’　＝-=二－－■･●.●●.-1　〃1.JI.”〃　 〃-●　・　¶-¶-・

どのようにして植われるかj（安保,1965,p.157）という問題意繊をも彼はもりていた．

当時までの「括して聞かせる」，「説明して分からせる」授業からの脱却をもくろむ

この学習掬導(安保,1968,p.45)では授業の流れを下記の様式にした．

Ｐ(個別)- ・Ｔ(補説) → Ｐ(岡別，一斉)- →Ｔ(まとめ・評価)．

この流れを実現する仕掛けが，学習課題を間の形式に記した学習シートー初期には

プ
ログラムシート(安保，1％5; 秋田県教

育研究所,Ⅲ，1965)－で，B4 判横長用紙の左

右に下記段階の閻題を記したもの(安保,1968)である．(添付資料Ｎ０.1は近時のもの)．

(用峻大＝倒)　　　　　　　　　　　( 用紙右側)

段階Ａ 餉時の復習等，Ｂへのアプローチ，　段階ｃ 理解のための問題，

段階Ｂ 新教材(創造的思考を期待)，　　　 段階Ｄ 定着，発展のための問題．

段階Ｅ　評価，練習．

なお，段階 Ａ は ３分間位でできる程度とされ，各段幣で与える問題の期待正答

率をＡ:85 ±5 ｓ，Ｂ：６()％．ｃ；８５±5 ％，Ｄ；60~10％，Ｅ:85=1=5 ％ とする．基本

的事項の理解が主眼であるが，高度な問題が解ける者へ Ｄ 問題で配慮した．

学習シートは児竃生徒(Ｐ)の活動を促すためのもので，rＰ.Ｔ 型の学習を進めるた

めには，まず指導観を確立し，学習指導の全体構想をしっかりたて，プログラミング

2R

Akita University



された学習シートが必要であるJ( 安保，1％8，p.45) として，学習シートは不可欠な

要素とされる．ここでのプログラミングは，プログラム学習，あるいは分解的問答法

が想定する固定的・単線的計画ではなく,多様な思考を許容した上でそれらを集約し，

集中化するための教師の予想に基づく綿密な事前計面を意味する，要するに本時の学

習が求める理解や概念形成，あるいは数学的手法を埋め込んだ問題を作成し提示する

が，教師がそれを解脱，解決してみせるのでなく，児童生徒の自主的，創造的活動を

通して児童生徒に解決させる．そのための学習具が学習シートである．

更なる特性として，前記授業の流れに示された二回目の Ｐ がある．ここは教師の

司会による児童生徒の発表・討磁の場で，グループによる討議を含む．児童の発表で

は数種類の正解と同時に誤答も板書されて肘議され,誤答から学ぶ姿勢も強調された．

時に，｢シート｣ を排し，｢学習用紙｣，｢学習用紙による学習｣ が使われた．これは

昭和40 年代に秋田大学教育学部(当時)附属中学校教諭の安藤貞治が創案して同校の

公開研究協餓会で専ら用いた．｢ ミルク学習｣ と酷評されたプログラム学習を連想さ

せる｢ シート｣ から離脱し，感性的露餓から理性的偲識を経て現実的認識への転化を

担わせた学習指導としてこの言葉を用いた(安藤)と言い，安藤の持諭であるカタカナ

語の排除という意図もあったと推察している(湊).

(2) シート学習の創発と履行

昭和37 年当時，矢島中学校(由利本荘市)敬諭の黒木允はプログラム学習を実践し

ていたが，｢確かに一問一問は正解となりますが，おわると何をしたかわからなかっ

た｣( 黒木)状態を打破するべく小ステップから大きく三段階に分けた用紙をつくって

授業を行った．これがシート学習の創発である．この用紙は(学習)シートと呼ぱれ，

プログラム学習で細分された小ステップを一単位時間に向けた大ステップにし，期待

する学習活動を生徒に生起させた．黒木によるこの三段階(後の安保による Ａ.Ｂ,Ｃ に

相当する)は実際の授業では少々荒いと感じて，前記安保の論文にある五段階に形を

整えたのが本荘北中学校(由利本荘 市)の片倉幹男である．

実は，シート学習がもつ創造的・発見的授業はこれより先に秋田県において実臨さ

れていた．昭和34 年度，象潟中学校(にかほ市)敬諭の斎藤鉄雄は玉J11学園における

rideaを生徒自身に発見させる｣ 授業の展開に関する授業参観と購習会に一週間にわ

たって参加し，｢自分の授業にもー工夫を｣ と考え，ガジ版刷りのシート(玉川学園で

使われていた言葉を踏襲)を作成・配付して発見的な授業を行うていた．その約二年

半後の昭和37 年に，象潟中学校で安保指導主事の学校訪問を受け，授業の終了後に

｢呼び出されて大変なお襄めの言葉を受けた｣( 斎藤)という．当時は県内外に類似の

実践があったと思われるが．やや漢として心に描いていた理想の授業を目の当たりに

して，安保は絶大な感銘を受け，圧倒された形跡がある．後に定式化するシート学習

の具体化や実践の可能性を彼はここで確信したに違いない．なお，斎藤は程なく高校

の数学教師となってこの学習指導法から離れてしま・ た．

秋田県教育研究所に勤務した鈴木昌の記録によれば，昭和37 年(1％2 年)12 月27

日，秋田大学学芸学部(当時)附属中学校に鈴木昌の他に畑江昭三. 千田隆, 渡部菊治，

片倉幹男，明石洸が安保宏の召集を受け，新しい学習指導法に関して説明され，その

実践を取り敢えず図形教材で椎逢すべくr 図形同好会J が発足し, 継続約に活動して，

第４回が昭和38 年12 月27 日に開催されている(鈴木昌)．この同好会に片倉が加わ
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うたことで，黒木の創発か
ら安保の定式化に至る私的ではない情報通信回路ができ，

更にシート学習の履行に向けた技術開発研究が行われた．この研究の集大成｢ 中学校

数学教材の系統とその指導j( 秋田県教育研究所，1968)に飴究論文(安保，l％g,p.47)

に記載と同一のf 創造的思考を育てる学習指導の構造｣ が折り込まれている．

わが国や秋田の| ％０年(昭和35 年)前後の学習指導は，問答法の発展史からみると

緒教科が講義型授業から分解的問答を用いる授業へ転換し，次の開発的問答法に向か

う準備期に当たる．自主的な学習を算欺・数学授築に盛り込む模索や試行が全国的に

行われ，秋田大学学芸学部(当時)の附属小・中学校に勤務経験のある畑江昭三も安保

と類似の実践を試みていた．この時期は，戦後十年余りの問題解決学習の経験をしな

がら，｢はい回る経験主義｣ く今野他,2003,p264)から脱出して知識の系統に従う系統

学習への転換が叫ぱれ， 経験主義か系統学習かの二者択一が教師を困惑させていた

(千葉，1999). 鳴り物入りで宣伝されたプログラム学習への熊度決定も教師には厄介

な問題であった．教師は政治的対立に巻き込まれ得る選択を余儀なくされた．

シート学習は鶴知主義的立場で児・ の自主性を促し，知識の系統性を保証して上記

二者を止揚し，第三の教育工学(し･liｓｓdaine，Ａ.によるｎ,依田，19％.p.169)の明確性を

もつ救世主的な指導法として教師をこの困惑から脱出させた．この学習指導の秋田県

内での受容は，当時精緻な技術開発が盛んだ・ た板書や分解的問答の授業技術の摂取

を迂回した形で進行した．実際，研究会参加教師の関心は，Ｂ問題の適切性，児童・

生徒の全体的，個別的反応の予想と対応，発表・討議への介入の適否等に集中した．

黒板は教師のための道具から児童生徒の発表や討議のための道具へと転換した．

シート学習の創発は中学校で行われたが，その揺箆期に安保を介して情報は小学校

にも流れ，創発が本荘・由利を中心としたためこの地方への普及は素早かった．昭和

37 年(1％2 年)，佐藤昭二は由利出張所の指導主事に赴任し，算数指導で文部省の指

定を受けた矢島小学校(由利本荘市)の金ケ沢分校の実態を担当の安保指導主事に従っ

でまず学んだという,そして理研が開発したシンクロファックスに触れる機会をもち，

｢紙に，勉強する内容・順序を審いて子どもに波しておけば，チーフローダーを聞か

せることによってシンクロファックスと尚じ効果が期待できるのではないかj( 佐藤)

と考え，この分校のl 。2,3年生の三部授業で安保指導主事のもとで ５段階(その後

Ａ,Ｂ
ｏＣ,Ｄ とした)

のシートを用いる授業実践を行なった．Ｂ の問題の作成
方法の研究

と，教科書の問題を Ｃ，Ｄ に組み込むことなどの形式を編み出す努力をし，掌校訪問

をしてその普及にも努めた．ともかく，自力解決過程をもつこの指導法は袱式学級の

ために瞬発されたといってよい程に適合していた(佐藤)と言う．この実践的研究から，

安保はシート学習の一定の定式化に確信を得た(安保,1965)のである．

戦後の全国学力鯛査の分析結果には，商い学力を示した学校の中に｢ へき地におけ

る複式学級の児童 一生徒がかなり含まれてj( 秋田県教育研究所，1966,秋田県教育長

伊藤忠二による序)いた．意外と思われやすいこの事実は僻地の児童生徒の能力的な

可能性を示すだけでなく，複式学級の故に児童生徒に直接関わる時間が少ないにもか

かわらず商学力が得られることを明らかにした．上記の矢島小学校金ケ沢分校もその

一つであり，｢顕著な実績を示し｣( 安保,1965,p.)57)た.

(3) シート学習の普及

安保の論究論文が公表される前年に，秋田大学教青学都(当時)附属小学校教諭等に
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よる 安 保 指 導の 研 究 が瞼 文( 安 保-1,1％7) とな り， ま た 安 保他 ３名( 安 保-2 ，1967) が 同

じ 年 の 第49 回 全 團 算 数 ・ 数 学 教 育研 究( 新 潟) 大会( 第 二 日) に 能 力 別 学 級 編 成 に お け

る シー ト学 習 の 実 践的 成 果 の 詳 細 を 口 頭 発 表 し た．

シ ー ト 学 習 が 安 保 に よ っ て 論 文 とし て 公沓 さ れ た時 点(1 ％8 年 ， 昭 和43 年) ま で に

既 に多 く の 学 校 や 教 師 が シ ー ト 学 習 を 実 賎 し てお り，｢小 学校 で百 名 以 上, 中 学 校 で80

名 以 上 の 教 師 が 自 ら 学 習 シ ー ト を 作 り ‥・ 中 に は ，400 枚 以 上 の シ ー ト を 自 作 し ，

学 習 効 果 を 高 め て い る 教 師 も で て き た｣( 安 保,1 ％8.p.65). そ の 後 も 研 究は 次々 に 現

れ， 日 本 数 学 教 青 会 誌 に 秋 田 市 築 山 小 学 校 佐藤( 勇)(1972) の 論文 と， 秋 田 大 学 教育 学

部( 当 時) 附 属 小 学 校 佐藤( 昭)(1973) の 陥 文 が 掲 載 さ れ た． 佐 藤( 勇) の論 文 は 公 立校 の

実 践 とし て こ の 学 習 指 導 に 向 か う教 師 を 勇 気 づ け た( 鈴 木).1968 年( 昭 和43 年) 秋 田

県 教 育 研 究 所 の 畏 期 研 修 員 とな っ た佐 々 木 洋 夫 は シ ー ト 学 習 の有 効性 に 関 す る 実証 的

研 究 を 行 っ たが ，1977 年( 昭 和52 年) に 秋 田県 敬 育 セ ン タ ー 研修 員 と なっ た 三 浦敏 男

は 自分 の授 業は す べて シー ト学 習 で あ っ た ので ， シ ー ト 学習 の 実 証的 研 究 を す る と の

意識 は 全 く なか っ た( 三 浦) と 言 う 程 に シー ト学 習 は 浸 透 し た ． 秋 田県 教 育庁 ， 特 に 秋

田県 教 育 研 究所 の積 極的 支 援 もあ り， こ の 指 導 法は 大 凡 全 県 一 丸 と な っ て 取 り 組 む 実

践 的 課 題 と な り， 学習 指 導の 情 報 交 換 た めの 共 通 言 語 とし て 機 能 し 始 め た ．

小 学 校 で の広 が りは 当初 算 数 を 研 究 教科 とす る教 師 に ほ ぼ 限 ら れ て い た が, 全 県 的 ，

地 域 的 研 究 大 会 や 公 開 研 究 会 で の 算 数授 巣 を通 して 広 ま り， 秋 田 市 の 場 合 は 扱 い 易 い

学 習 シ ー ト 作 成 者 が多 く 普 及 は 早 か っ た． 小 学校 と同 様 ， 中 学 校 の 場 合 も 秋 田 大 学 の

附 属 校 公 開 研 究 協 議会 の シ ー ト 学 習 普 及 に 対す る貢 献 は 極 めて 大 き い ．

こ の 指 導 法 の 本 質 も 早 く に 見 抜 か れ てい た ． 片倉 や 安 保が 抱 え た こ の 学 習 指 導が 本

来 的 に 内 包 す る 性 格 に 関 す る 懸 念 や 危 惧 は 後 配 す る． 秋 田大 学教 育学 郎( 当 時) 附 属 中

学 校 教 諭安 藤 貞 治 は ， シ ー ト 学 習( 学習 用 紙 に よる 学 習) が 定式 化 され た 数 年 後 に翻 催

の 同 校 公 開 研 究 協 議 会 の授 業 に 向 か お う と立 ち上 が り，｢ 授 業 の 成 否 は 既 に 決 ま っ て

い ま すj と 言 っ だ( 湊) ． こ の 言 葉 はStigleｒ(2002 ，p. １４４)が 凡そ30 年 後 に述 べ た 日本

の 授 業 研 究 に関 す る｢･ ‥ 効 果 的 な 学習 指 導 の か ぎ と して の 意志 決 定 を ， 授 業 実演 中

の 意志 決 定か ら 事 前 の旅 密な 授 業 研 究 と指 導 計 画 へ と移行 し ます｣ を 想 起 させ る．

全 教科 担 当 を 原 則 とす る小 学 校 教師 はr 算 数 の研 究 授 業 を 行 なっ て 一人 前 の 教師 に

な るj と言 われ て 来 た． こ の 言脱 は ， シー ト 学習 に お け る 児 童 の 学 習 活 動 が 全 教科 の

典 型 と して 期 待 され た か ら だろ う ． 今 日で は秋 田県 内 小 学 校 の ほ ぽ 全 教 師 が 演 じ得 る

力 量を 備 え てい る． 学 習 シ ー ト を 用い ない 場 合も ， ノー トを 用い て シ ー ト 学 習 の 流 れ

に 従い ， 子 ど も の 学 習 活 動 を 軸 に す え る 授 業 が 演 じ ら れ て い る ． 本 岫 の 終 末3.(4) で

こ の 言 説 に 再び 触 れ る ． ノ ー ト 利 用型 の指 導 につ い て は 後 に2.(6) で 記 す.

(4) カ ジキａ ラ ム 開発 研 究 と の 関 連性

世 界 的 に み る と1950 年 か らI ％０年 代 は ， 数 学教 育 界 に カ リキ ュ ラム 開 発 研 究と い

う新 し い 現 象 が 登 場 し た 年 代 で あ る ． 当 時 は ， 教 科 ・ 科 目 の 教育 内 容 を 列 挙 した シ ラ

バ ス を 教 育 諸 機 関 が 般 定 し 絶 対 的 な も の と し て 現 場 に 与 えて きた のに 対 して ， 実験 的

な 斌 み を 行 う個 人 や 研 究組 織 がJ.S. Ｂrｕｎｅｌ･＆ 乙P. ＤｉｅｎｅｓｏＳＭＳＧ,SMP 等 と名 乗 り ，

特 定 の 教 育的 立 場を もつ 目的 ・ 目標 を 掲 げ た カ リキａ ラ ム の 開発 研 究 が 開 始 さ れ た 時

代 で ． カ リ キュ ラ ム は 学 校 教育 の作 業 仮 説 で あ る こ と を 顕 わ に し た．

シ ー ト学 習 の 創 発 と 定式 化 は ， シ ラバ スは 我 が 国 で は 学 習 指 導 要領 に 従 う た め， カ
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リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 と し て は 不 完 全 で あ っ て ， カ リ キ ュ ラ ム 開 発 段 階( Ｈ(yｗｓｏｎ，1987;

湊,1992) と の 対 応 も 難 し い ． だ が ， こ の 創 発 と 定 式 化 と を カ リ キ ュ ラ ム 開 発 研 究 に 見

立 て る と ， 一 定 の 教 育 観 に 従 っ て 学 習 段 階 を 設 定 し 形 式 を 与 え た 黒 木 允 が 創 発 者 と し

て 挙 が る ． 斎 藤 飲 雄 の 先 駆 的 実 践 を 見 出 し ， そ れ ら を 統 合 し て シ ー ト 学 習 と し て 定 式

化 し た の は 安 保 宏 で あ る ． 黒 木 の 創 発 は 片 倉 幹 男 を 介 し て 安 保 に 伝 わ り ， 図 形 同 好 会

は 実 用 化 研 究 を 果 た し た ．こ の 物 語 の 筋 立 て で は 周 辺 的 に 見 え る 安 藤 貞 治, 佐 籐 昭 二 ，

畑 江 昭 三( 当 時 ， 秋 田 県 数 学 教 育 研 究 会 事 務 局 長) も 主 に 秋 田 大 学 学 芸 ・ 教 育 学 部( 当

時) 附 属 小 ・ 中 学 校 に お い て ， 佐 藤 勇 は 公 立 校 に お い て ， 創 発 ， 定 式 化 と 履 行 ・ 普 及

に 関 わ っ た 強 力 な 支 援 者 で ， 鈴 木 昌 は こ の 学 習 指 導 法 の 研 究 ・ 実 践 の 推 進 役 を 果 た し

た ． 現 場 教 師 と 言 え る 者 た ち( 安 保 は20 年 を 越 え る 現 場 教 師 歴 を 持 つ) に よ っ て ， 一

つ の 学 習 指 導 法 を 開 発 ・ 様 式 化 し た こ と は 世 界 的 に 極 め て 稀 有 な こ と で は な い か.

(5) 問 答 法 の 発 展 と し て の 位 置 づ け

シ ー ト 学 習 は(2) に お い て 創 発 当 時 研 究 が 盛 ん だ っ た 板 書 や 分 解 的 問 答 の 授 業 技 術

の 摂 取 を 迂 回 し た 形 で 教 育 現 場 に 導 入 さ れ た と 述 べ た が ， こ の 指 導 法 は 問 答 法 の 発 展

と し て 後 に 到 来 す る 開 発 的 問 答 法 の 一 つ と し て 位 置 づ け ら れ る. 実 際, 湊 ・ 八 柳(1989)

は ， 問 答 法 の 発 展 過 程 に 応 じ た 授 業 の 様 態( Ｍｏｄｅs)を 講 義 型 ， 問 答( 分 解 的 問 答) 型 ，

自 力 解 決 ・討 論 型 と す る 授 業 三 型 論 の 中 に ， シ ー ト 学 習 を 自 立 解 決 ・ 討 論 型 の 典 型 と

し て 位 置 づ け た ． シ ー ト 学 習 の 創 発 当 時 ， 問 答 法 の 摂 取 ・ 吸 収 は 不 十 分 な が ら ， こ の

指 導 法 は 講 義 型 か ら( 分 解 的) 問 答 型 を 経 て 進 化 し た 新 種 ・ 類 で あ っ て ， 正 に 学 習 指 導

－ Ｇｕｉｄａｎｃｅ ｏｆ Ｌｅａｍｉｎｇ Ａｃtiｖity(依 田 他 ，1996 ，P.84) － に 相 応 し い ． 湊 ・ 八 柳(1989) ，

湊(2002),Stigle ｒ(2002); 特 に｢ 訳 者 に よ る 解 脱 と 文 献｣ を 参 照 の こ と.

(6) 学 習 シ ー ト の 作 成 手 順

学 習 シ ー ト の 案 内 と 理 解 に 向 け ， 安 保 の 理 念 は 保 ち な が ら そ の 枠 か ら 自 由 に ， 教 科

書 を 使 用 し て 行 え る 作 成 手 順 を 添 付 資 料 Ｎ０.1(B4 かA3 判) の 形 式 に 従 い 記 す ．

は じ め に 単 元 の 指 導 計 画 を 作 成 し て ， 各 時 の 指 導 目 標 を 般 定 す る ， あ る 授 業 時 間 の

目 標 達 成 の た め の 主 た る 課 題 で あ る Ｂ の 問 題 を 定 め る に は 教 科 書 が ヒ ン ト に な る ．

要 す る に ， 学 ば せ る べ き 事 柄 を 問 の 形 式 に 転 換 し て 子 ど も 連 に 解 決 さ せ て 学 ば せ る ．

勿 諭 ． 学 級 の 状 況 ， 各 児 童 生 徒 の 突 態 も 考 慮 し て ，Ｂ の 問 題 に 対 す る 子 ど も の 反 応 を

予 想 す る ． あ り 得 る つ ま ず き に 対 す る 対 処 ， 必 要 と 思 わ れ る 指 示 や 助 言( 場 合 に よ っ

て 付 加 す る 小 間) 等 を 考 慮 し て Ｂ の 問 題 を 最 終 決 定 す る ． 子 ど も の 活 動 の 予 想 に も と

づ く 時 間 配 分 ， 必 要 な 教 具 を 考 慮 し ， 解 決 法 が 多 様 に 予 想 さ れ る 場 合 は そ れ ら を 分 類

し ， 最 終 的 に ど の 解 決 法 に 至 ら せ る か の 逆 筋 を 決 め る ． ま た ， 子 ど も の 顔 を 思 い 浮 か

べ ， 優 れ た 子 ど も の 発 言 と そ れ へ の 対 処 法 や ， 最 近 出 番 の 少 な い 子 ど も に 発 言 さ せ る

手 だ て も 考 慮 す る ． あ る 学 業 不 振 児 が 七 人 家 族 だ と い う 理 由 か ら 数 ７ を 用 い る と い う

決 定(Stigle ｒj002;p.112 参 照) も あ る だ ろ う ． 繰 り 返 し だ が ， 学 習 シ ー ト 作 成 は 眼 前 の

子 ど も に 相 応 し く ， か つ 問 の 形 式 に 教 科 書 を 書 き 換 え て 授 業 に 備 え る こ と で あ る ．

既 習 事 項 の 想 起 に 関 わ る Ａ 段 階 の 必 要 性 を 児 童 の 状 況 や Ｂ の 難 易 度 ， 時 間 配 分 等

を 考 慮 し て 決 め る ． 予 見 的 行 動 を 促 進 し や す い た め ， Ａ 段 階 を 設 け な い こ と も 多 い ．

Ｃ の 問 題 は ね ら い の 定 着 に 役 立 つ 基 礎 的 閥 題 を 原 則 と す る が ， 安 保 が Ｄ に 課 し た 発

展 的 問 題 を Ｃ で 与 え て ，Ｄ は 本 時 の ね ら い に 直 結 す る 問 題 と し ． 理 解 の 一 層 の 深 化

と と も に 児 童 生 徒 に 達 成 感 を 味 わ わ せ て 終 わ る 方 式 も 広 く 採 ら れ て い る ．
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2. 秋田市算数のシート学習

(1) 学習シート の形式

添付資料Ｎ０.1は，後記秋田市算数学習シート研究会が平成17 年度に作成した学習

シートである．児童に手渡す用紙の大きさはB4 判だったが，最近はA3 判も多い．

一枚がー単位時間の学習内容となる．最上部は学年，シート番号(4,1 は ４ 単元目の

第 １時を示す)，氏名，及び自己評価の掴である．児童の思考が狭められないよう単

元名は記さない．自己評価は各児童が本時を振り返って記入する．氏名の下は本時の

めあてである．安保の５段階を一つ減じて４段階とした.

(2) 学習シート作成における力点

安保(1％8)の考えを考慮しながら，力点を下記の二点に絞る.

①　ねらいの焦点化

一単位時間のねらいをーつに絞る．Ｂ では，ねらいが焦点化しやすい匯頚を設定し

て学習活動を促進させる.

②　創造的な学習活動の膀発と展開

Ｂ段階での学習活動を創造的なものとするように課題を選び，この段階での活動を

記述できるスペースを広くとり，絵，図，表，言葉(EIS 三様式)で表現したり，多様

な見方(別方法・別解釈)を可能とさせ，安保が考慮した学力差の吸収に努める.

(3) 授業の実際

①　指導過程

表Ｉにシート学習の流れの概要を示す. Ｇｆはグループ(小集団)学習を示す．段階Ｂ

を前半と後半とに二分して示す．この活勁の流れを児童に何度か経験させることによ

り，児竃は学習の流れや生産的・共同的な話し合いを会得し．授業中の活勁は自由そ

のものに見える.Stigler(2002，pj5)によれば，このような動きには高度に社会化され

るものがある．学習の流れが定着すれば子どもの行動は自然なものとなる．

表1. シート学習の概要

段階 ねらい

Ａ　 既習事項の想起

と確毘

Ｂ

Ｃ

匯鯖の忿識化

と解法の探案

-

一般化

理解 の定着 と

応 用

Ｄ　 坪価

児童 の活動

㎜

前時の復習

形態　　 教師の活動

個別

関連既習 事項を解く　Ｇr

本時のねらいの

把扱，自由な発想

四
発表と深化

練習と定着

評価問 題を解く

取り組み の評価

個別

Ｇr
-

Ｇ『
一斉

個別

個別
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配慮事項

特定児童の指導　 Ａが無しも可

学習の再坪価

状況・反応から

共同思考の撃備

話し合いを導き

一般化 へ

課題と提示法

の工夫

思考の広 がり

へ の配慮

理解の不安定な　 問屈の質と最

児童への対処

全体の坪価

次時の連絡

ね らい にil結

し た問題
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②　展開の実際

段階 Ａ では，本時の学習に関連する既習事項を児童に想起させ，本時の学習課題

に取り組める可能性や程度，方法を教師は判断する．短時間の内に，不十分な児童に

個別に対応して支援する．

添付資料Ｎ０.1は ３年生の割り算の復習から２桁の割り算に入るものである．Ａ が

児童の思考を狭め過ぎるとの観点からＡを欠く学習シートも多くなった．

段階 Ｂ は前半と後半に分かれる．児童が課題に取り組む前半の学習形態は，個別

のときもあり，またグループで相談しながら解決に至ることもある．この段階で教師

は児童の課題把握の状況や解決が進まない児童に対する個別指導をしながら．学級内

でいかなる解決法が得られているかを調べ，後半の発表，話し合いや深化に導く手だ

てを準備する．この前半に通常15 ～20 分を当てる．解決に至った児童には，算数・

数学的により好ましい解決法や分かりやすい解決法に目を向けさせるヒントカードを

与えることもある．この段階のために，教師はあり得る解決法を予め想定し，模型な

ど必要と思われる教具を準備しておく．

Ｂの後半では, 児童に解決法を提示させ, 話し合いを通じて解決法の一般化を図る．

全貝参加の一斉学習の形態で行うことが多い．ここで児童の活発な話し合いや疑問の

提出と解決が行われるよう，生産的で協同的な雰囲気の形成に配慮するが，これには

学級づくりも前提となる．ここは多様な言語活勁のために15 ～20 分を確保したい．

添付資料Ｎ０.1の場合，多様な考えが出る中で10 のまとまりの考えのよさを味わさ

せ，最終的に｢ 十が６個を３人で分けると，６÷３で十が２個となるので，１人分は20

になる｣ と表現するところに導く．

段階 Ｃ は理解と定着がねらいとなる．児童は練習問題を解いて，本時のねらいの

達成を確認し，教師は理解の不十分な児童に個別に対応する．

段階 Ｄ は多くの児童には Ｃ 同様な練習となる．教師は個々の状況，及び全体傾向

を把握し，次時の資料を得る．最後に本時の学習について，各自が総合評価して学習

シート最上欄の骸当個所に○印を付す．段階Ｃ以降は高々10 分程度で行う.

(4) 学習シートの協同開発

当初は算数を研究教科とする者が自分の学級の実態に合わせて学習シートを自作し

ていたが，研究教科を別にする者からの要望もあり，校内での協同開発や研究会での

協同開発も行われた．個人開発，協同開発の何れにしろ，概念形成に力点をおくもの

から問題解きに傾くもの，創造的活動を強く期待するものから誤りへの迷いを避ける

ものなど性格は幅広かった．昭和50 年代に入って，シート学習に適さないとされた

低学年を除く算数の全単元の学習シートの開発に協同で取り組むことを目ざし，秋田

市の算数教育実践者の有志と秋田大学教育学部(当時)附属小学校有志からなる秋田市

算数学習シート研究会が発足した．

当時まで秋田市では比較的細かい段階を踏ませる学習シートが多く，より創造的・

開発的な活動を促すべきだとする声を受けて，この研究会は現代化運動で強調された

創造的活動を手引きとして，学習シートを児童(P) から発する展開に一層力点をおき，

平成元年告示の学習掬導要領が唱える学力観の実現に向けてこの方向を強化し，平成

４年度の教科番改訂では小間なしに直接Ｂ問題を提示する方向に変化させた(八柳)

この研究会は小規模校で算数を研究教科とする教師が不在な学校の増加を考慮し，
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平成14 年度に学習シートと教師用指導資料とを合わせて全県に配布し，平成17 午度

には指導資料付き学習シート(添付資料2) を作成し配布した．安保(1968,p.65〉は学習

シートが学校や児童生徒の個別的適合性を求めるがために｢ まとまった地城で共通の

シートを利用することがむつかしい｣ と述べている．この研究会の意義は学習シート

の標準の提案もさることながら，作成過程における教師の協同研究自体にある.

(5〉シート学習履行上の問題点

秋田市では平成10 年代まで広く行われていたシート学習は，開発的，創造的精神

や児童の学びを重視する視点を授業に生かしながらも，学習シートの使用は今日減少

傾向にあるらしい．シート学習の現場が当面している事柄を列挙してみよう.

・シート学習の全県的履行の推進時に若手としてそれを担った現場教師の停年退職，

・学習シートを用いず，その指導経験から児童の活助を促す授梁を実践する，

・ノート指導の要請に伴う学習シートからノート利用への移行，

・学習指導と言いながら教師のr 教えるj 行動の増大とそれへの誘惑．シート学習の

開発当時，『児童に30 分，教師は15 分』が標準とされた(安保，1％5)，

・話し合いや深化(Ｂ 段階後半)が期待されるものとならない．理由として前半で解決

に至りだ児童がその後の意欲を減退させることや自分の解法を最適として固執する

こと，自分が得た解決法を友達に伝えることを好まない者の存在がある，

・教科書の単元扉頁が担う全体を見通す学習の意味や価値を知らせる手だての不足，

・創造的学習活動への工夫と豊かな色彩を兼ね備えた教科書の質的向上．

以上の問題点はシート学習の理念自体を否定するものではないだろう．

これらの問題点に関する教師の意徽や対処を知るため秋田市算数・数学教育研究会

に所属の小学校会員(管理職を含む)104 名に，平成24 年!2 月初句r 算数シート学習

に関するアンケート調査j への協力を連名でお願いして，95 名く81.7％) から回答を

得た．内駅は学級担任58 名，担任外の算数指導者17 名，管理職10 名である．調査

結果を次に示す．下記1) ，2)，3)は算数担当者75(5s4-17)名の回答で，4)は全員85 名

の回答である(秋田の数学， 平成24 年度.2013,p ふ7). 裸数字は人数を表す．

1) シートの活用状況

ア　毎時聞(時数の80 ％以上)使っている

イ

ウ

工

よく使っている(40％～80 ％)使っている

ときどき使っている(10％～40 ％)

たまに使うことがある(10％未満〉

オ　全く使っていない等

３

ｙ
『
1
2
。
a
4
1
.

2) 使用する学習シート(くl)での，ア・イ・ウの回答者17 名)

ア　自作・おおよそ自作　　　　　　　　　　　　 Ｈ，

イ　他者の作成になるものなど，自作以外のもの　| ，

ウ　自作以外のものを参考に，実雛に合わせて手直ししたもの　5.

3) シートを用いない場合の授業の進めかた((1)での，ア以外の回答者72 名)

・ シート学習の学習過租と同じ進め方でノート学習をしている　　56.

・ 練習問題や坪価問題は教科書，単元評価テスト等を使うている　II，

その他の回答として，教科書は練習や大事な点を押さえるときに使用する等　5.

4) 現在の算数の学習柑導にシート学習の考えが生きているか(全員85 名)
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ア　生きている　61， イ　生きていない　0， ウ　分からない　19，　 その他　5.

７　 の生きていると思う理由(記述されたもの)として，

・ 学習の流れがシート学習に沿っている(おなじである)　34 ，

・ 問題解決過程を璽視することに生きている　　　　　　　5 ，

・　自力解決，確認，解価を毎時間取り入れている　　　　　2 ，

・ 授業をどのように構成するかを考えるのに生きている　　1.

ウ　の分からない理由として，

学習シートは思考のレールが敷かれており自由な発想の妨げになる，ノートが浸透し

て，生きていると言えない点がある，低学年をもっている，他郡市から転入したため

活用したことがない等である．アとウに重複回答した者が１名いた．

シートの活用状況でエまでを含めても使用者は45 ％で，全くの不使用者の53 ％を

下回り，ほぽ全員が常時使用していた近時までの状況からみると減少傾向にある．

その一方で，3) はシートを用いない場合，78％の者がノートの利用でシート学習の

流れを具現化しており，他の者もシートを使わないだけで，ほぼ全員が指導の流れは

シート学習と共通であると察し得る．これは，4)アの｢ 生きている｣ が72 ％である

ことからも推測できる．ア・ウに重複回答した１名は，授業はシート学習の流れだが

集団解決が不十分でその目的が十分遠せられていないと記している．上記の4) ウの

｢思考のレール･‥｣ については，シート学習は定式化によって出来たものであり，

創発当時既に学習過程が画一化されないかとの懸念もあった(片倉)．形式の.｢破｣ は

あり得ることで，1(6) でも触れ，また上記アンケート結果もそれを示唆している.

(6) ノート利用型シート学習・広義のシート学習

以下では，ノート利用によりながらシート学習の流れに従う授業を｢ ノート利用型

シート学習｣ と称し，これに学習シートを用い る本来のシート学習を合 わせて『広義

のシート学習』と呼ぶことにする．ノートと学習シートには下記のような違いがある

が，rほぼ同じように学習を逸めj でいると青木郁子(秋田市旭川小学校)は言う．上

のアンケート翻査の結果は秋田市の算数授業は広範，かつ日常的に広義のシート学習

が行われており，学習シート自体の使用は滅少傾向にあるがシート学習の指導理念は

保持され，学習過程も継承されていることを示す．ノート利用型シート学習における

児童のノート(秋田市中通小学校伊藤弘幸提供)を添付資料Ｎｏ３,4 に示す．

ノート利用にはかなりの利点もある．利点として隠鰹提示方法が映像の使用を含め

て自由で幅広いこと，それによって眼題に瀾する話し合いやｓ11 の把握を深めやすい

こと．学習シートを折り返して配付しても．ｃ，Ｄ の問題を見てしまうことでの思考

の短絡化を避け得ること，記述のスペースが自由であること，更にノートが本来的に

もつ累積的記録性によって学習の振り返りが容易に行えることが挙げられ，これらは

学習シートの弱点でもあった．シート学習の創発時にシートの保存と学習の跡が分か

るノートから離れることに関する懸念があった(片倉)．ノート利用型シート学習では，

図形や複雑な問題文は印刷，配付してノートに貼り付けさせている．

現場では工夫がされていようが，学習シートとノートは本来的に性格が違う．創発

(創造・発明)と論述(征明・説明)とは異なる．ノートは講義型授業での典型的な記益

用具とされてきたものであり，ノート記述の重視は創造的活動を弱め，講義型授業へ

の回帰に陥りやすい危険性をはらむことには留意しておく必饗がある．
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く7) 全国学力・学習状況調査の結果との関わり

平成19 年(2007 年)度から開始された全国学力・学習状況餌査は，シート学習をカ

リキュラム開発とみなせぱ，学習指導法部分に関する総括的外部屏価であるから検討

する価値がある．以来，平成25 年度まで調査法の違いはあっても六回の調査があり，

公表された都道府県別正答率(平均点)をここでは用いるので，全県的な問題として扱

うことになるが，秋田県の小学校算数の正答率は Ａ，Ｂ 共に全て一位(中学校数学三

位以上，最近は二位以上)である．代表値としての都道府県別平均点に関する限り，

全県的に行われている広義のシート学習は今日求められる教育的成果を相当に充たし

ている．この関査に基づく限り広義のシート学習は拒否されない．

学力調査結果の多変量解析等によって子供の生活習慣や文化，社会・経済的要因の

中で良かれと思う標識が得られると,それら個々の標識や特性の改善が求められるが，

そういう対処法はほとんど無意味である(Stigleｒ,2002). ここでは学習指導に焦点化す

るが，この事態は学習指導においても同様である．秋田県の児童の家庭学習の充実が

知られると，その習慣化が推奨される．家庭学習への熱心な取り組みは学習に対する

児童の積極性を示し，一般に歓迎される．然し，家庭学習に何を期符するかが問題で

あり，予習なのか，復習なのか，授業は教え込みなので家庭で思い切り考えさせたい

のか．広義のシート学習を履行する教師なら，以上の内の二つは拒否し，残る一つを

良しとする．実際，その教師は算数・数学のなまじな予習は期待しない．秋田の児童

生徒は算数・数学ではまず復習が期待されているはずである．

広義のシート学習を履行するなら，現状では授業外で授業を補完する復習は望まし

いどころか不可欠である．授業での発見的・創造的活動には講義型や問答型に比べて

長い時間を要し，それ故に定着のための時間は授業時間内にはほとんどとれず，その

はみ出す定着部分は別途の，学校の朝自習・朝自学や家庭学習に回さざるを得ない．

授案時間だけに限定すれば, 広義のシート学習は,特にＩＥＡ型学力(全国学力闘査のＡ

問題におおよそ対応)では，教え込みやドリル中心の授業に比して即席的には｢ よい

点数が出にくいj( 湊)という時間的な効率上の困難点を抱えてきた．家庭への不可欠

的依存を解消するには次のｙ(ゆとり指数)倣を今より大きくする必要がある．

ｙ＝( 授業時間数) ／(学習の内容項目数)．

これはry の逆数 大:(過密指数)値を小さくする必要がある｣ と同値である．秋田県の

好成績は文化や社会・纒済的要因にも依存する．然し，残るは教師であるとして伝統

的教師諭に矯小化するなら，教職に関する決定的に箆萎な視点を失ってしまう．

3. 広義のシート学習が導く教職の専門瞰化

(!) 求められる教師の能力

学習シートの作成では,ノート利用型シート学習の好合も事情は全く同様であるが，

協同開発の学習シートが利用可能であっても教師は学級の状況に合わせて手直ししよ

うとする( 前記アンケート調査結果2) を寥照)から，教師には相当に高い数学的能力

が求められるのは当然である．ただし，「相当に高い｣ とは; 講義型や問答型の授業

の場合よりも商いことを意味する．広義のシート学習では，事前の準備を超える予想

外の児童の疑閥や発展的思考への即時的な対処という困難かつ宿命的課題を教師は常

に抱える. Ｂｅｅｂy(1980)は，児童の主体的活動を求める授業では敬師主導の授業－そ
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:S

の 典 型 は 教 科 書 を 解 説 す る 講 義 型 授業 － よ りも 相 当 に高 い 教 科内 容 能力( 今 の 場 合 は

数 学 的 能 力) が 教 師 に求 め られ る こ と(ＢｂＭｏｄｅｌ と称 す る) を 明 ら か に し た ．

とこ ろ で ， 数 学は 人 間 の 所 産 で あ り， 唯 一 絶 対 の も ので なく ， 数 学 的 概 念 は 個 人 の

諸 概 念 と結 合 し て い る とす る ア リ ス トテ レ ス的 数 学 観 が ， 広義 のシ ー ト 学習 ， 学 習 を

児 童 ・ 生 徒 の手 に委 ねる 自力 解 決 ・ 討 論型 授 業 と馴染 み ， 数 学 が人 間 を 超 越 し た 絶 対

的 真 理 で あ る と す るプ ラ トン 的 数 学 観 と は相 容れ な い ． 広 義 の シ ー ト 学習 を 行 うに は

ア リ ス トテ レ ス的 数 学観 が要 請 さ れ る ． 次 の 文献 を 参 照 の こ と ． 湊(1997) ， 湊 ・演 田

(1994) ，Ｄｏｓsｅy,J.(1992) ， 演 田 ・ 三 条(1994).

(2) フ ィン ラン ド の授 業 との 類 似 性

広 義 の シ ー ト 学 習 を 典 型 と す る 秋 田県 の 算 数 ・ 数 学 授業 はPISA で 一 躍 有名 に なっ

た フ ィ ン ラ ン ド の 取 り 組 み を秋 田 で 取 り 入 れ た の で な い か( 浦 野,2009.p.33) と さ れ る

ほ ど似 て い る． ノー ト利 用型 シ ー ト 学習 実 践者 で あ る 秋 田 市 の一 教 師 もフ ィ ン ラ ン ド

の 教 育 現 場 を視 察 しこ の 類似 性 を 紹 め( 泉，2013) ， フ ィ ン ラ ン ドか ら来 秋 し 秋 田 市 内

で授 楽 参観 し たSilande らＴ. 教 授( ユ パ ス キュ ラ 大 学) と Ｌａｖｏｎａｌ,J.教 授( ヘ ル シ ン キ大

学) も 特 別 講 演(2013,6,4; 秋 田 大 学) にお い て 両国 の授 業 に 類 似 性 を 認 め た． フ ィ ン ラ

ン ド の 学 校 教 育 に 関 す る図 書(Ｈｅｉｎｏｎｅｎ，2007; 福 田，2006) か ら も こ れ は 推 察で き る．

勿 諭 ， 秋 田 の シ ー ト 学 習 がフ ィ ン ラン ド の 指 導法 を 取 り 入 れ て 作 ら れ た と の 事 実 は

な い ． 佐 藤 は ，1994 年 にフ ィン ラ ン ド の教 育 大 臣 に就 任 し た Ｈｅｌｎｏｎｅｎ の 教 育改 革 が

今 日の フ ィン ラ ン ド 教 育 を 得 た と し て， 特 に｢ 裁 量権 が 学校 に移 っ た こ と で ， 教 師 の

意 欲 が 高 ま り ， そ れ ぞ れ に 工 夫 を 凝 ら し た 授 業 が 次 々 に 生 ま れ て い る｣ と 記 す

(Ｈｅｉｎｏｎｅｎ.2007 ，p.21). 泉(2013) も 同 様な こ と を 述 べ る ． シ ート 学 習 の創 発 一定 式 化

が1 ％0 年 代 で あ り ，そ の 萌 芽 的 記述( 秋 田県 教 育 研 究 所.1％5) がl ％5 年 にあ るか ら ，

秋 田は 大 凡30 年 先 行 し てい た． 類 推 の 失 礼を 顧み ず に 言 え ば， フ ィ ン ラン ド は 後 発

企 業 が 般 立 時 に 入手 し得 た 最新 施 設・ 般備 と生 産 方 式 で 稼 鋤 して い る ．確 かに ， 学 び

に 関 わ る Ｄｅｗｅy，J.の 実験 学 校や 教 職 の 専門 職 へ のボ ル チ モ ア の 動 き(S 印ef,2002) が 百

年 以 上 前 に あ っ た ． 然 し ， こ うい っ た局 所 的 ， 短期 的 な も の で な く ， シ ー ト 学習 の よ

うに ， 五 十 年 も 前 か ら 今 日ま で 先 進的 な 算 数 ・ 数学 の 学習 指 導を 実 賎 し て き た 人 口 百

万 糸 の地 域が 世 界 の 何処 か に 存 在 し 得 る のか ， 我 々 に求 め られ る のは こ うい っ た 問 い

であ る． 理 論的 に言 っ て ， そ の 存 在 は ほ とん ど全 く 零 に等 しい ．

と ころ で ， シー ト 学習 の創 発 時 点 に， 他 人 の 作 っ た シ ー ト に頼 りす ぎ て教 材 研 究 が

疎か に な ら ない か との 懸念 が あ りく片倉) ，安 保(l ％8,p,65) は鹸 究 論文 の 最 後 に｢ た だ ，

教 材 を ど う み る か ， と い う点 で ， さ い ご は ， 教 師ひ とり ひ と り の力 に か かり て くる こ

とは い た し か た の ない こ と であ る｣ と， シ ー ト学 習 が 内 包 す る 性 格 に対 す る危 惧 の念

を 吐 露 し た ． こ れ ら 懸 念 や 危 惧 は 一人 ひ と り の 教 師 に委 ね られ 克 服 さ れ る べ き 課 題 で

あ っ た ． こ の 事 態 は ， 現 場 で 学び 綬け た 教 師 と新 制 大 学 卒業 の 相 当に 高 い 数 学 的 能 力

を もつ 教 師 と が漸 次教 育現 場 を 占 め ． 高 次の 学 習 指 導 に 向 か って 切 磋琢 磨 した こ とで

乗 り 越 え た の だろ う ．

シ ー ト 学習 の 開 発時 に抱 え た 問 題 に｢ 教 科 書 の活 用 を ど う す る か｣( 片 倉) が あ っ た ．

通 常 ， シ ー ト 学 習 で は 教 科 書を 机 上 に出 させ ない ． 学 習 シ ー ト は 前 述 の 通 り教 科 書 を

参 考 に し, 学 級 や 児 童 生 徒 に 相応 し い 更 な る 開発 的, 創 造 的 な 課 胆化 学 習 教材 で あ り ，

教科 書 に 代 わり ， 敦 師 と児 童生 徒 がっ く り 上げ る学 習 活動 の拠 り 所 で あ る ．
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なお ， 広 義 の シ ー ト 学 習 の 経 験 者 で あ る 青 木郁 子， 小 野寺 弘樹( 秋 田 市 旭川 小 学 校)

は こ の 指 導 に 対 し｢ 保 護 者 か ら 異 論 が 出 た こ と は一 度 も ない｣ と言 う.

(3) 敬職 の 専 門 職 化

広 義 の シ ー ト 学 習 の 履 行 で は 学 級 や 児 童 ・ 生 徒 に対 す る適 合 性 を 教 師 は 学 習 シ ー ト

に 求 め る ． これ は 前 記 の ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 か ら も明 らか で ， 教 師 は 学 習 指 導 嬰領 に

従い な が ら も． 指 導 す べ き 子 ど も に 適 合 さ せ る よ うな 敬科 書 の書 き 換 え を 通 じ て 部 分

的 な が らカ リ キ ュ ラ ム 開 発 を 毎 日 実 行 し て い る ． 学 習 シ ー ト の 作 成 平 順(1,(6)) か ら

明 ら か な よ う に ， 専 門 職 者 の 典型 で あ る 臨床 医 が暗 黙 知 の判 断 に 従 い 熟 練 し た 行 動 を

と る(Ｓｃｈ６ｎ，2001) の と 同 類 の 専 門 職 者 的 行 動 様 式 を 敵 師 は 広 義 の シ ー ト 学習 にお い

て と る ． 安 保(1 ％8,p.46) は シ ー ト 学 習 に お け る 個 別的 対 応 の 重 要 性 の 立 場 か ら｢ 医 師

が 患 者 の カ ル テ を 番 く よ う に‥･｣ と して 医 師 と 教 師 の 類 似 性 に 触 れ て い る ． シ ー ト

学 習 は 敬 科 書 に 従 う授 業 が そ の 論 述 に 否 応 な し に 拘 束 さ れ る の と本 質 的 に 異な る．

こ こ で 専 門 職 者 とは ， 教 員 養 成 に お い て 往 々 対 比的 に述 べ られ る 一 般 教養 型 教 養 人

とし て の ゼ ネ ラ リ ス ト に対 す る 目的 特 化 型 の 職 人 的 実務 家 と し て の ス ペ シ ャ リ ス ト

(Biｓhop，2011，第 ７ 章) の こ と で は な い ． 佐藤(2005 〉は ， 公 共 的 使 命 ―今 の 場 合 は 第 一

義的 に は 学 校 教 育 を 通 じた 文 化 の 伝 達 と発 展( 学 校 教 育 に 限 定 さ れ な い.Bishop,2011;

湊 ・ 田 仲 ，2(X)3)－ に 対 し 責 任 を も ち， 一般 人 に ない 商度 な知 識 と 技 術 を も っ て こ れ を

遂 行す る 者 で， 養 成 の た め の 教 育 シ ス テ ム や 水 準 の維 持 と 自律 性 とを 保 証 す る 制 度 や

倫 理綱 領 を もつ 学 会 員 を い う， と す る ． 広 義 の シ ー ト学 習 の履 行 者 は ， 十 全 に で は な

い が ， 公 共 的 使 命 に 向 か っ て 一 定 範 囲 の 裁 量 権 の も とで 主 体的 に 行 動 し て い る ．

勿 論 ， 裁 量 櫓 が 与 え ら れ ， 自 律 的 ・ 自 主 的 活 動 が 相 当 に保 証 され て も， そ れ だけ で

直 ち に 良 い 教 育 が 行 わ れ る とす る の は 夢 物 語 で あっ て ， 教師 の 自己 研 修 は 勿 瞼 だが ．

理 論的 ，実 践的 な 研 修 ・ 指 導 も必 要で ，支 扱 的 ・管 理 的 側 面 も不 可欠 であ る． 平 成17

年 度 に 秋 田 県 敬 育 委 員 会 が 立 ち 上 げ た 教師 の た め の 自主 的 な 自己 評価 シ ス テ ム｢ 秋 田

県 算 数 ・数 学 学力 向 上 支 援 ｗeb ペ ー ジ｣ は ， 他 校 の一 定 問 題 の 正 答 率 を 随 時 ， 即 時

に 比 較 し 得 る 情 報 通 信 技 術 の 発 展 を 巧 み に 捉 え た 極 めて 有意 な 支 援 策 で あ る ． 教 師 は

目 前 の 児 童 ・ 生 徒 に 向 か っ て い る た めに 閉 鎖的 にな り が ちで あ る ． 教 育 委 員 会 の 支 援

とは 別 に ， 昭 和60 年 度 以 降 今 日ま で 秋 田 県 内 の 算 数 ・ 数 学 教師 の 研 究 活 動 を 表 彰 ・

助 成 し て き た 斎 藤 創 氏 の 委 託 に よ る 公 益 信 託｢ 斎藤 六 三 郎賞｣ は ， 算 数 ・ 数 学 教 師 の

受 難 時 代 に も 一 貫 し て 専 門 職 者 的 活 動 を 支 援 す る 意志 を 敬師 に伝 え て き た．

フ ィ ン ラ ン ド 教 員 が 休 日 に 自 費 で 研 修 す るこ とが 多 い と の 報 告( 泉，2013)は 貴重 な

悄 報 で あ る ． 自 前 の 研 修 は 専 門 職 者 の 自 覚 や 意 識 の 高 さ を表 す．我 が 国 に も 多 少 あ る

が ， フ ィ ン ラ ン ド 教 師 の 専門 職 者 と して の 自 覚は 相 当 に進 ん でい る ． 前 節(4) の 秋 田

市算 数 学 習 シ ー ト研 究 会 の 協 同 開 発 は 自 立的 な 自 己 研 修 活 動 で あ る.Stigler(2009 ，

p.191) は 次 の よ うに 述 べ て米 国 教 員 に対 し 専門 職 者 に 相 応 し い 行 動 を 求 め る.

｢学 校 は 教 師 の 学舎 とも な る べ き で あ り ， 子 ど も た ち だけ が 学 ぶ 所 で は な い｣( 湊)

今 日の フ ィ ン ラ ン ド の 授 業 型 が 同 国 の 教 育 改 革 の所 産 だ と して も(Ｈｅｉｎｏｎｅｎ．2007).

こ の 授 業 型 を 求 め る 文 化 的 基 盤 が フ ィ ン ラ ン ド 文化 に内 在 し たの で は な い か と 考え ，

こ の 問 題 を 歓 育 用 語( 農 業 モ デ ル の 強い 我 が 国 に相 応 し い)｢ 学習 指 導｣ の 意味 に 対 応

す る フ ィ ン ラ ン ド 語(Finnish) の 有 無 と し て ， 湊 は 前 記 のSilander 教 授 に 帰 国 後 に 問 い

合 わせ ， 程 な く 丁 寧 な 電 子 メ ー ル を受 け た ． 学 習指 導 とい う 概念 を 本 来 的 に もた な い

39

Akita University



英語を介しての情報交換ながら，回答に「ある」はなく，周辺的事項の記述に終始し

ていた．同国の文化と「学習指導」との関係は薄い．

シート学習による授桑自体の性格は今日ではわが国の算数・数学授業の相当に一般

的な姿であり，とり立てて言うべき程のものでないかも知れない．国際調査に併行に

米国人研究者が行ったビデオ研究で直接陥じたのはわが国の1990 年代中頃の中学校

数学であるが，彼らが分析してとり出した日本の授楽の特徴は本論稿で述べたシート

学習と極めて類似している．「日本の授業には一方に数学が，もう一方に生徒がある．

生徒は数学と取り組んでおり，教師は両者の仲立ちをしています」（Stigler,2002，pj9）

と言い，わが国の授業をStrｕｃtｕｓi Problem S01ｖig（原著p.36）であるとする．安保が

学習シートに求めた「プログラミングされた」（本論考2,（l））と同意とみなすことで，

これを「仕組まれた問題解決」（Stigler,2002,p.48）と邦訳したのである（湊）．

シート学習の教育理念や方法がわが国に普遍的な算数・数学授業とおおよそ一致し

ているとしても，シート学習では学習指導の一般的流れが明示的に定式化されている

だけでなく，一定形式の学習シートがこれと一体化されていることに際だった特質が

ある．学習シートはこの学習指導を産み出し，具現化させる「物」であり，この工夫

が一般には捉えにくい教育的理念を「物化」（Bishop，2011，p.H8 ）したことで，確実

な受容と安定的な継承・発展とを可能とさせた．物化された学習シートからの理念の

再想起も含んで，広義のシート学習は秋田県内で敵育的共通語として機能し，確固と

した算数・数学教育文化として把握され，教師を専門職者的方向に動かしてきた.

（4）「算数 の研究授漿を行って一人前の教師になる」

先に1 （3）に記した標記の意味するものに触れて本諭を閉じる．この言脱は狂言や

妄言でなく，まして他教科に対する算数科の主要性や優越性を主張するものでもない．

低学力の克服に向けて昭和4｛｝年を挟んで著された秋田県教育研究所幄の四部作（第1.

皿,Ⅲ集，教育研究と実践の道しるべ）が述べる他教科の克服策は，社会科で統計資料

の解釈や調べ学習における主体性が記されているが．シート学習のように授業自体を

児童生徒の自主性・主体性に向けて改捺しようとする教科はない．授業型という観念

を抽出し，この改善りヽ向かう動きはこの時点で算数・数学科以外にはなかった．

4. お わりに

本論考の，正確には本論考のもとになった論考を執筆する直接的契機は，埼玉大学

二宮裕之氏からの書簡(平成24 年10 月12 日付)であり，蚊学のワークシートに関心

をもつ学生が1 ％8 年の安保の諭究論文をみつけ，更なる手がかりを求めていると記

されていた．実は，以前から安保の論文を巡ってシート学習自体を論文とする必要性

を我々は感じてきた．一方，文部科学省による近時の学力・学習状況調査で秋田県の

算数・数学が一貰して示す高成績は広義のシート学習の簸行のもとで得られたもの

で，両者を直ちに因果関係で結びつけるつもりは全くないが，授業中の子どもたちの

発言の積極性や家庭学習の充実の指標に関わることは様々に取り上げられても，学習

指導，特にシート学習に関わる綸考は稀薄なため，そこを埋めたいと考えた．旧論考

はこ'うして執筆が始まり，相当の理由から魚涼まとめあげて学会誌に投稿した．

ところが，その後の追跡的検討から再考慮するべき点が二つ生じた．その一点は，

｢シート学習と言えば安保｣ という観念に切り込むことであり，シート学習の創発と
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定 式 化 とを 分 離 し て ， シ ート 学習 は授 業 に お い て 児 童 生 徒 の 考 え を 引 き 出 そ う とす る

現 場教 師 の創 発で あ る こ とを 明 ら か に でき た．

も う 一 点 は ， 旧 陥 考 に 収 ま り 切 ら ない シ ー ト学 習 が 内 包 す る 教 職 の 専 門 職 化 に 関 す

る こ と を ま と め て 論 じ る 必 要 性 で あ っ た． 我 が国 の 算 数 ・数 学 授 業 は シ ー ト 学 習 が そ

の 典型 で あ る 自 力 解 決 ・ 肘 論 型 授 業 が 主 流 で， シ ー ト 学習 は 伝 統 の 保 持 や 普及 に有 効

な 物 化 で あ る 学 習 シ ー ト を 持 つ が ， 学 習 指 導 自 体 と して 現時 点で は 特 異な も ので は な

い ． 秋 田の 高い 成 績 を 専 ら文 化 的 ，社 会 ・ 経 済 的 な 要因 か ら 脱明 す る 立 場 を 全 否定 は

し ない が， 教員 養 成 ， 教 師 教 育 に携 わ る我 々は 教 師 に 関 わ る 要因 を今 後 の 研 究 課題 と

して も提 示 する べき で あ る． 以 上 の 二点 は ， 一 方 は 根 本 的 な 修 正 ，他 方 は 新 し い 補 充

で あ り ，学 会 誌 か ら の 取 り 下 げ を お 願い し, 幸 い にし て こ の 願 い をお 認 めい た だ い た ．

改 訂 に 適 し た も の に 表 題 を 改 め， 学 習 シ ー ト 作 成 法 の 追加 と 専門 職 化 に 関 す る 補充 を

し た め頁 数 が 増 加 し ， 規 程 を 越 え た ので 先 の 学 会 誌 へ の 投稿 を断 念 し た．

本論 考で は 秋 田の 算数 ・数 学教 師 は， 十 全 で は な い に しろ 専門 職 者 と み な し 得 るこ

と， み な し 得 る 方向 に向 かっ て い る と の結 諭 に 遼 し た ． 秋 田 の 算 数 ・ 数 学 関 係 教師 が

商い 成 績 に 相 当 な力 を貸 して い る と す れ ば， 自力 解 決 ・ 肘 論 型 授 業 の 駁 行 だ け の脱 明

で は 不 十分 で， 教師 が 専 門 職 者的 性 格 を もつ こ とに よる との 仮 説 で あ る ． 教師 が 得 た

大 幅 な 裁 量 権 が フ ィ ン ラ ン ド の 高 学 力 の重 要 な 要因（Ｈｅｉｎｏｎｅｎ，2007 ）で あ る と の論 に

与 し ，Stigler（2002 ）の 論 調 を 認 め る な ら ， 我 々 の 仮脱 は無 視 で き ま い ．

広 義 の シ ー ト 学 習 は 今 日秋 田 県 内 で は 「あ き た 流 」（三 郷 町 六 郷 小 学 校 長 藤 田 直 樹 ）

と称 さ れ た り ，「あ き た 型 数 学 」（ 中 山，2013 ）の呼 称 も あ り， 中 学 校 で も 全 県 で 広 く

実践 され て い る. 広 義 の シ ー ト 学 習 は, 前記 の ア ン ケ ー ト 贋 査 か ら も 明 ら か な とお り，

シ ー ト 学 習 を 象 徴 し 物 化 し た 学 習 シ ート の使 用が 誠 少 し て い る だ け で な く ， 今 後 ● 酋

に進 行 す る 教 師 の 世 代 交 代 は ， こ の 指 導 法 の継 承発 展 を 困 難 に し な い か との 問 題 を我

々 は も っ て い る ． 実 際 ， こ の 問 題 は 共 有 さ れ ， そ の 解 決 への 動 き も あ る（秋 田 大 学 教

育 文 化 学 都.2008 ）. 秋 田県 出 身 の 新 任 教 師 は 広 翁 の シ ー ト 学習 をお お よ そ 体 験 し て い

るか ら 相 当 な 強 み を も つ ． シ ー ト学 習 の 開 発 当時 は， 前 紀 の よ うに １時 間 の 授 業 の 中

で 教 師 の 発 言 は15 分 以 内 と 言 わ れ た が, 今 日 の 教師 の 発 言 は より 多 い よ うに み え る．

学 習 を 導く こ と が 教師 の専 門職 者 と し て の職 務 で あ る との 自 覚 が 教 師 に 求 め られ ， 外

都的 に は 専 門 職 者 の性 格 を 教師 に 付 与 し， 処 遇 す るこ とが 不 可欠 で あ る ．

本 論 考 は 広義 の シ ー ト 学 習 が 家 庭 の 協力 を 得 て継 続 され ， 当 初 は 危 惧 も され て い た

性 格 を もつ こ とで 教 師 の 専 門 職 者 化 を 促 し た 物 語 であ る． 非 常 な 低 学 力 の 解 消 とい う

負 の 遺 産 を 忘 れ た わけ で は な い が ， シ ー ト 学 習 の 実 賎を 通 して 主 体 性 を 獲得 した 教 師

が ， 気 が 付 け ば 「豊 か な 算 数 ・数 学 教育 の創 造 」 とい う 理想 に 向か っ て い た 物 語 で も

あ る ． 実は ， 平 成11 年 度 開 催 の全 田 算 数 ・ 数 学 敬 育研 究（秋 知 大 会 の 研 究 主題 で も

あ るこ の 文 言 の 解 説｛ 日 本 数 学教 育 学 会.l! ｝99.p.17- 勧 の 申に ， わ が国 の認 知 と情 意

の 間 の 不 均 衡 状 態 に 触 れて 「 認 知的 学力 」 と して 「学 力 」 を 用い る以 外 に 「学 力 」 は

全 く 使 わ れ てい ない ． 我 々 が 目 ざ し て き た の は 単に 量 的 に測 定 可 能 な 「学 力 」 の 向 上

や 改 善 で は な く ，2（7）で 述 ぺ た よ うに 「よい 点 数 が 邸 こく い 」 こ とを 党 悟 の 上で 理 想

に 燃 え て 営 ん で き た 学 習 と 学 習 指 導 の 質 と に お け る変 革 であ っ た ．

先 に 述 べ た類 推r 後 発 企 業 が そ の 設 立 時 点 で 得 た最 新鋭 の直 段 ・般 衛 と生 産 方 式 で

稼 働 して い る のが 今 日の フ ィ ン ラ ン ド で あ る 」 を我 々 の 課題 と すれ ば， シ ー ト学 習 も
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また絶えざる改善に向けて努力する必要があり，実際その努力をし，それがまた現場

の活力を生んできた．カリキュラムは作業仮説であるから，シート学習も改善・改革

に開かれている．カリキュラムの総体として我々は数学的文化化(BiSh・p,2011)を追

究しており，それに従えば学習活動は従来よりも幅広くなるが．教室の授業(それを

無くするつもりはない)に関する限り，シート学習を含む第三の授業型(湊,1997;2002;

湊・八柳,1989)を越える第四の型の必要性を特段に感じているわけではない．

本諭考は秋田のシート学習に熟烈に取り組まれた故安保宏氏(2009 年11 月ご逝去)

と，その創発，履行や普及に関わってこられた方々に負っています．研究物の閲覧．

学習シート(ＣＤ)の寄贈，アンケート調査，資料の借用，ご意見の聞き取り等で直接

お世話になった方のお名前(敬称略)を記してお礼とします．鈴木昌氏からは低学力の

時代の秋田県の状況と当時の動きに加え，資料の所在と正確な日時付き諸事実をお知

らせ頂き，資料の寄贈も頂きました．秋田県総合敬育センター所長伊藤成年氏と指導
がw ゛r¶- ●　f¶■･　　.--
主 事 稲 川 一 男 氏 には 低 学 力 時 代 の 古い 資 料 の

閲 覧 に関 し て お 骨 折 り を 賜 り ま し た ．

最 後 に，'本論 考を 一 つ の 成 功 物 晒 と して 記 さ せ て 頂け る秋 田の 算 数 ・ 数 学 教 育 を つ

くっ て こ ら れ た 先生 方 に 深甚 な 敬 意 と 鮒意 とを 申 し 述 ぺ ま す ．

記

秋 田 県 総 合 教 育 セ ン タ ー ， 秋 田 市 算 数 ・数 学 教 育 研 究 会 ， 青木 郁 子 ， 阿 部文 勇 ，

安 保　 亨 ， 安 藤 貞 治 ． 千葉　 昭 ， 浹 田　 真 ， 林 崎　 膀， 稲 川 一 男 ，( 故) 伊 藤　 丈 ，

・　･･還　　--●　　●I-● --よ〆.I.乃r ●`　 ●●　f¶●゙‾･’「-----　■■-
伊 藤 弘 幸 ， 伊藤 成 年 ， 岩 間 忠 久 ， 藤 田 直 樹， 片 倉 幹 男 ， 鎌 田 次男 ， 小 松 田哲 也 ，

黒 木　 允 ， 京 谷 瑠璃 子 ． 三 浦敏 男 ， 三浦雄 一， 小 野 寺 弘 樹 ， 大 淵 正俊 ， 素藤 鉄 雄 ，

佐
々 木 靖 治． 佐 藤　 勇 ， 佐 藤 孝 故， 佐

藤昭 二 ． 鈴 木　 昌 ． 武 田 祐 貴 ， 田 仲 誠 祐 ，

杜　　 威 ， 鶴 田悦 子 ， 矢 吹　 敦 ．

注: 本紬考lj，I ㈲.2 を八柳，3,4 を嶼が主に担当し, 挾りは二者の協同である．文責は湊が負う
．

添 付 資 料

Ｎ・.1. 算数学習シー ト(4 年 生)

Ｎ０.2. 指導資料付 き学習シート

Ｎ０.3. 児童 のノート(反比例)

Ｎ０.4. 児 童のノート(組 み合わせ)

(秋田市中通小学校　伊 藤弘 幸提供)

(同上)
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(37)StjieiJ. ＆ Ｈｋｂｅrt.J(2009);11 ｓ Ｔｅａａｌｎｇ Ｇａｐ (Ｐｉｓｌｂａｃｋ ｗ岨1A 翁ａ､,・fd).F －P 加ｓｓ,ＮＹ.

138) 浦野 弘C2{}09);　 秋 田 の 子 供 は な ぜ塾 に 行 か ず に 成 績 が い い の か ． 講 摯 栓＋α 新 書.

(39) 依 田 新( 監 修){19915};　 新 ・ 教 育 心 理 学 事 典 ． 金 子 書房 ，　　　　　　　　( 以 上)

(En811 ｓh S ｕｍ ｍ 町)

S11eel- Ｌｅｌ－i ●ｇ ｏｆ Ｅｌｅｍｔlltｌry Ｓｃｌｌｏｏｌ Ｍｌtk ill Alijt ｌ tilｒｏｕgll a Half Cell ｕｒy

－ Ｐｒof ゛゙ i 如alMr ｀g 吋 Ｔ 鴎chlJI 霧 ‾

随 Ｎ ＡＴ０ ，S●bｕf●.Eineiil ｕs Prｏｉ ｓsol･， Ａｋ４ Ｕtliｖｅrsity.

ＹＡ‘rＳＵＹＡＮＡＧＩ，His ｓ. PIQject ＦｅＵｏｗ、 Facｕlty of Ed ｕｃ
ヽ
ａxld Htｕlｘ1 5;11㎡ieｓ， Akjtａ Ｕ由er ｓity･

Ａ ｈａｌｆ ｃｅｎtｕry ａｇ０， sｏ ｅａｌｌｅｄ Ｓｌｓ/- £4･a7 が 昭( 岫 陣 ・ 即 加 両 ｓ ，in Japal､ ｅs ｅ ｐｈｏｎｅtic

lioｕnd) ｅｍ ｅrged 8 ｓ ｍｅthod ｓ of g
ｕkl ｓ ｃｅ ｏｆ s ｃｈｏ０１ ｍ ｄ ｌｅｍ ａtics leaming in Akit ａ ＰＩで

ｆｅｃtｕr ｅ，

ａｎｄ ｗａｓ ｓteaiiily de ｖe1 ｑed ｓ ｄ ｉｍ ｐｌｅｍ ｅｎtｅｄ ａｓ a ba ｓiｓ ｏｆ ｎｅｗ ｍ ａ１１１ｅｍ ａticaO ｔａｃｈｉｎｇ

ｍ ｅthods.　ln the ⇒ ， ｗe 3cr ｕlini ｚｅｄ ｉＵ ｅｍ ａ ｇｅｌｌｃｅ ａｎｄ ｉ ｆｎｌｄ ｚaiion ， ajld e χamined t ｈｅ

ｉｄｅａ ａｎｄ ｐr ｏｃｅｓs ｏｆ ｌｅａｃｈｉｎｇ ａｌｏｎｇ ａ r ｅｐｏrt ｏｆ Ａ Ｎ Ｂ０ ， Hir ｏshi. Ｒ ｓｄｙict ｉｎｇ ｅｌｅｍ ｅｎtａｒy

ｓｃ１
１００１ ｍ ａまｈｅｍ ａｌｉｃ５ 

１ｎ Ａ ｋｉtａ Ｃｉty ， ｗ ｅ ｃｏｍ Ｐｓed t ｈｅｍ ｗ 油 ｓtａzldard m ・thods fbr t ｏｄａy･s

tｅａｃｈｉｎｇ ｏｆ s ＆ ００１ ｍ ａtｈｅｍ ２tic ｓ. ａｎｄ ｃｏｓideiid the r ｅｌａtion bet ｗ ｅｅｎ t ｈ ｅ ｍ ｅｉｈｏｄs 飢d

profi ｓsioflaji ｙａtｉｎｎ ｏｆ tａ ｅｂｅｌ's jobs-

Ｔｂｅ ＆ ｖｅｌｏｐｅｄ ｍ ｅtｈｏｄｓ， ｗilh 拓mlnli ｚｅｄ ｌｅａｍ ｉｎｇ s ｈｅｅtｓ ａs ｓy ｍ ｂ０１１ｃ ｏｂｊｅｅts ()f il ｓ

ｃｈａｒａ£tｅｒiｓlie ｓ，ha ｖe helPed μ ｏｍ Ｑtｅ ｎａ ｏｎｌy dlilj ゛゙ ｀s Pef ｓｏxｌａＪ ａｎｄ ｃｆｅｚtiｖｅ 】ｅａｍ ｉｎ８ ｂｕt

alｓｏ α) ｎtrib ｕtｉｎｇ t ｏｗａｒd Pr ｏｆａｇ ｉｏａａｌ ｄｅｖｅｌｏｐｍ ｅｎt ｏｆ ｍ ａtｈｅｍ ａｌｉｃs ｇｓi}ler ｓ. Aliho ｕghiefe

llaｓ ｂｅｅｎ ａ r ｅｖi
’1 蝕 Ｔｎ ｌｌ

ｉsed by tr ａｎsfa ｔinS t ｏ ａｏtｅｂｏｏｋｓ ｂ ｍ ｓｈｅｅtｓ. t ｈｅ ｍ ｅthod ｓ ha ｖ・

ｐｍ ｍ ｏted theirs ｕｃrヽｓsion aJld de ｖｅｌｏｐ ｍ ｅｎt ｗith fajr ｓlablility of the i ＆ ｓ. ａｎｄ thcir

lmplalen 味 ｉｏｎ ｆｏr ａ ｌｏｎｇ t ｊｍ ｅ. Making “ldlefs pfod ｕｃｅ s ｕitａｂｌｅ ｍ ｄ ｌｅｍ ｄ ｃａｌ ｓt! ｊｅｃ４

ｍ
３tｌｃＴｓ fbr th 砲 ｃｌａ３ｓrｏｏ ｍs ha ｓ kili' ６･

ｄ ｐｍ ｆｃss １０ｎａ１１７ａtｉｏｎ ｏｆ thel り ｏｂ３ ｆａｒlh) ｍ ｂｅｉｎｇ

ｅχｐｅｃted hl it ｓ ㎝ ｅrg βｎｃｅ.

東 北 数学教育 学会罫45 回年 会【2013,1】.30,東 北 女子 大孚. 弘 前) 口頭発表 後改 定

東 北 数学教育 学会 午報 Ｎ・.45(201り.31 発行予 定) に投稿
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